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そ
の
山
に
丹
あ
り

若
杉
山
辰
砂
採
掘
遺
跡

国
史
跡
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「其山丹有（其
そ

の山に丹
たん

有
あ

り）」と魏
ぎ し

志倭
わじんでん

人伝の中
なか

にも記
しる

された鉱
こうぶつ

物の辰
しんしゃ

砂。若
わかすぎやま

杉山辰
砂採掘遺跡は弥

や よ い じ だ い

生時代終
お

わりから古
こ ふ ん じ だ い

墳時代始
はじ

め（１世
せ い き

紀～３世紀）にかけて、辰砂の
採掘をしていた場

ば し ょ

所。その時代の辰砂採掘遺跡としては、全
ぜんこく

国で若杉山にしかない遺
跡で、令

れいわがんねん

和元年 10 月
がつ

16 日
にち

、国
くに

史
し

跡
せき

に指
し て い

定されたんだ。

日
に

本
ほ ん

一
い ち

古
ふ る

い、ここにしかない辰
し ん し ゃ さ い く つ い せ き

砂採掘遺跡

⃝遺跡の場所 当
とうじ
時の辰砂採掘の

内
ないよう
容を知

し
ることがで

きる唯
ゆいいつ
一の遺跡だよ！

遺跡ナビゲーター
若杉シンシャくん

若杉シンシャくん……若杉山のチャート母
ぼ
岩
がん
から生まれた辰砂の妖

ようせい
精。体

からだ
には那

な
賀
か
川
がわ

と桑
くわ
野
の
川の流

なが
れに似

に
た辰砂の脈

みゃく
が走

はし
る。赤

あか
い点

てん
は赤

せきしょくがんりょう
色顔料遺跡の位

い ち
置を示

しめ
す。手

て
は石

いしぎね
杵、

足
あし
は石

いしうす
臼。不

ふ
老
ろう
長
ちょう
寿
じゅ
で意

い し
思は固

かた
い。

鶴林寺

水井集落

那賀川

大井集落

太龍寺
たいりゅうじ

かくりんじおおいしゅうらく

なかがわ

すいしゅうらく

若杉山辰砂採掘遺跡
わかすぎやま しんしゃさいくつ いせき

若杉山辰砂採掘遺跡

阿
あ
南
なん
市
し
西
せい
部
ぶ
の加

か
茂
も
谷
だに
地
ち
区
く
水
すい
井
い
町
ちょう
の山の中、へんろ道

みち
沿
ぞ
いの東

ひがし
斜
しゃ
面
めん
にある。阿南駅から車

くるま
と

歩
ある
きで１時

じ
間
かん
くらいかかるよ。
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弥
生
時
代

南
北
朝

古
墳
時
代

東
普

西
普

魏
呉
蜀

後
漢

新

前
漢

秦

戦
国

春
秋

縄
文
時
代周

殷

夏

中国
年表

日本
年表

内面に朱がついたものもあ
るよ。水銀朱を入れていた
みたいだね。

辰砂は透
とうめいかん

明感のある鮮
あざやか

やかな赤色
の鉱物。日

に ほ ん

本では昔
むかし

「丹
に

」と呼
よ

ば
れ、古

ふる

くは縄文時代よりこの辰砂
から「水

すいぎんしゅ

銀朱」という赤色の顔
がんりょう

料（＝
絵
え

の具
ぐ

）を作
つく

っていたよ。 弥生時
代の終

お

わりごろ日本列島にあったと
される邪

や ま た い こ く

馬台国と、古代中
ちゅうごく

国「魏
ぎ

」
の間

あいだ

ではお互
たが

いの国
くに

で取
と

れた辰砂
を贈

おく

りあっていたんだ。

弥生時代終わりから古墳時代始めのかめ
や壷

つぼ

・鉢
はち

など。香
か が わ

川や山
さんいん

陰・畿
き な い

内の特
とくちょう

徴
を持

も

つ土器もあって、はるか昔
むかし

から各
か く ち

地
との交

こうりゅう

流があったと考
かんが

えられて
いるよ。

岩
がんばん
盤や岩

がんせき
石に筋

すじじょう
状・粒

りゅう
状の形

かたち
で見

み
られ

ることが多
おお
い。

↑岩盤の割
われ
れ目

め
に入

はい
り込

こ
んだ辰砂脈

←‌�チャートとい
う岩についた
辰砂。

←‌�辰砂から作ら
れた水銀朱

人
ひ と

の歴
れ き し

史に深
ふ か

く関
か か

わる鉱
こ う ぶ つ

物
辰砂の一

い ち だ い さ ん ち

大産地だった

若杉山辰砂採掘遺跡から
発見された土

ど き

器

辰砂のできかた……辰砂は活
かっぱつ
発な火

かざんかつどう
山活動の際

さい
にできるよ。辰砂を含

ふく
んだ地

ち か す い
下水がマ

グマに熱
ねっ
せられて上

じょうしょう
昇して、岩石のひびや割れ目に入り込んで冷

ひ
え固

かた
まってできるんだよ。

年 
代

紀
元
前

１
世
紀

２
世
紀

４
世
紀

５
世
紀

３
世
紀
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若杉山には、採掘によってでき
た４メートルを超

こ
える高

たか
さの露

天掘りの壁
へきめん
面が残っているよ。

国内最古の坑道……それまで国内最古の坑道は、山口県の長
ながのぼりどうざん
登銅山跡（８世紀）だと

されていたよ。それより500年も昔に作られた若杉山の採掘坑跡の発見は、全国的にニュー
スになって、大

おお
きな話

わ だ い
題になったんだ。

若杉山での辰砂採掘方
ほ う ほ う

法

平
へいせい
成30年度、阿南市が実

じっし
施

した調
ちょうさ
査で、弥生時代終わり

頃
ごろ
には、すでに硬

かた
い岩盤に

穴
あな
を掘り採掘するという高

こうど
度

な技
ぎじゅつ
術をもっていたことがわ

かったんだ。弥生時代のイメー
ジを考えなおさなきゃね。

石杵（いしぎね）
石
せっき
器を使

つか
って採掘

したと考えられて
いるよ

弥生・古墳時代の鉱物獲得方法が
具
ぐたいてき
体的にわかったのは初

はじ
めてなんだ！

国内最古の坑道
（採掘坑跡）

露
ろ

天
て ん

採掘
鉱
こうみゃく

脈をみつけて岩盤を叩
たた

き
割って採掘する方法

採掘坑
こ う

（坑道）掘
岩盤に鉱脈を追いかけてトンネ
ル状の横

よこあな

穴をあけ掘り進
すす

めて
採掘する方法

採掘坑跡入口 採掘抗跡内部

坑内では
こんなものが
みつかったよ！

石杵 弥生
土器のかけら
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香川県の石があるのはどうして？……那賀川の石に比べて硬くて壊
こわれ
れにくく、採

掘に使うために持ち込まれたと考えられているよ。当時から石の特徴の違いがちゃんとわ
かっていたんだね。

採掘した辰砂から水銀朱を作る

これまでの発掘調査から若
杉山では③までの行程をし
ていることがわかったよ。

石杵	 ‌�那賀川の丸
まる
みのある河

かわら
原石

がほとんど。香川県の石も
見つかっているよ。採掘に
も同じ石が使われている。

石臼	 ‌�この上で原石を叩いたりつ
ぶしたりした台

だい
。叩かれす

ぎてたくさん“くぼみ”が
できているね。

原
げんせき

石を細
こま

かくたたきわる

水
すいちゅう

中で純
じゅんど

度の高
たか

い辰砂を
より分

わ

ける

さらに細かくつぶす

完
かんせい

成 !!

粉
こなじょう

状になるまですりつぶす

使われていた石器

❶❶

❹❹

❷❷

❺❺

❸❸
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この時代、死者の顔
かお

や棺
ひつぎ

に水銀朱を
使って、死者を弔

とむら

う儀
ぎ し き

式などを行
おこな

っ
ていたよ。

当
と う じ

時、水銀朱はとても貴
きちょう

重で高
こ う か

価な
顔料だった。儀式に使われた水銀朱
の量が多いほど、埋

まいそう

葬された人の
権
けんりょく

力が強
つよ

かったと考えられているよ。

朱を死者の弔いに使う
風
ふうしゅう
習は中国大陸から

伝
つた
わったみたい。

朱色は神
しんせい

聖な色？……朱色は血
ち
の色、太

たいよう
陽の色など生

せいめい
命を象

しょうちょう
徴する色として珍

ちんちょう
重され

ていて、中国や日本以外にも紀
きげんぜん
元前の時代から世界中で使われていたよ。

弥生〜古墳時代 辰砂の特徴的な使われ方

水銀朱の量
りょう

が多いほど
偉
え ら

い人？！死
し

者
し ゃ

を彩
いろど

った水銀朱
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原始から現代まで、
形を変え、世界各地で使われてきた辰砂

辰砂の別名「賢
けん

者
じゃ

の石」……中世ヨーロッパでは金や銀を作り出すと信じられてい
た賢者の石。水銀を使えば賢者の石ができるとされていた。辰砂はその見た目や、いろい
ろな使われた方をしていたことから「賢者の石」と呼ばれるようになったんだ。

■ 土器などの塗料
縄文時代には土器やアクセサリーなどの着
色に使われていたよ（今でも岩

いわ

絵
え

の具
ぐ

として
使われている）。弥生時代と違って絵の具と
しての利用が主

おも

だったよ。

■ 不
ふ

老
ろう

不
ふ

死
し

の薬
くすり

？！
古代中国の皇帝は不老不死の薬として辰砂
を飲

の

んでいたよ。実
じっさい

際は辰砂には強
つよ

い毒
どくせい

性
があるので、何

なんにん

人もの皇帝が命を落
お

とした
といわれているんだ。

■ 神
じんじゃ

社の鳥
とり

居
い

の朱色
古代から神社の塗

と そ う

装に水銀朱が使われてい
るよ。 朱色のもつ魔

ま よ

除けの意
い み

味の他
ほか

にも、
辰砂は物

もの

を腐
くさ

らせにくいので、木
き

の鳥居を
長
な が も

持ちさせる役
やくわり

割もあったよ。

■ 現代の暮
く

らしと辰砂（水銀）
辰砂は、殺

さっきんさよう

菌作用があるので消
しょうどくえき

毒液に利用
されたり、辰砂から作られる水銀は昭

しょうわ

和60
年頃までは体

たいおんけい

温計にも使われていたんだ。
今は健

けんこう

康と環
かんきょう

境のため、水銀の取り扱
あつか

いは
規
き せ い

制されているよ。



　弥生時代から古墳時代、若杉山で採掘された貴
きちょう

重な辰砂が那賀川を下
くだ

って、

全
ぜんこくかくち

国各地の権
けんりょくしゃ

力者の元
もと

へ運
はこ

ばれていきました。時
とき

には遠
とお

く中国大陸にも…と

想
そうぞう

像すると、はるか 古
いにしえ

の時代から、阿南は世界から注
ちゅうもく

目された重
じゅうようちいき

要地域だっ

たかも、と誇
ほこ

らしく思えてきませんか。

　若杉山辰砂採掘遺跡は、私
わたし

たちに誇
ほこ

りと元
げ ん き

気を与
あた

えてくれます。

　この遺跡を今
こ ん ご

後も大
たいせつ

切に守
まも

り伝
つた

えていく。それを私たちの大
おお

きな役
やくわり

割として

いきましょう。

国史跡若杉山辰砂採掘遺跡「その山に丹あり」
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